
〇豊能町立図書館バリアフリーサービス実施要綱取扱基準 

（はじめに） 

「豊能町立図書館バリアフリーサービス実施要綱」(以下「要綱」)で対象者として明確 

に定めている「障害者手帳及び療育手帳を有する者」以外にも高齢・傷病による身体機能 

の衰え、来館手段や時期の限定される利用者などから非来館による利用手段の要望が寄 

せられており、公共施設としての対応が求められるところである。 

要綱第 1 条にもバリアフリーサービス実施の目的として、「図書館の利用に障害のある者 

へのサービス」が規定されており、こういった要望への対応として当館バリアフリーサー 

ビスの適用を妨げるものではないことは明白である。 

豊能町の東西に分かれている地理的観点、住民の高齢化といった現状、サービス拡充によ 

る利用者増といった諸々の点を鑑みて以下の通りとする。 

 

第 1 条 

 当館の提供するバリアフリーサービスの内、要綱第６条で規定の長期貸出サービスなら

びに第 10 条で規定の資料の郵送サービスに限り、要綱別表第１項内対象者欄(２)「その他

館長が特に必要と定めた者」、要綱別表第 3 項内対象者欄(4)「その他館長が特に必要と定め

た者」の対象は当分の間、 

 ・介護保険法第 27 条の規定による要介護認定の通知を受け、その内容が「要介護 1」 

以上のものとする。 

  また、利用登録においては要綱第 4 条の「障害者手帳」を「介護保険証(介護保険被 

保険者証)」に読み替えて運用する。 

 

第 2 条 

 加えて、 

 ・傷病により来館が困難となった者 

 ・妊婦及び申請時の養育中にある世帯 

 ・来館手段、時期が限定されるもの 

 についても対象とし、利用登録においては要綱第 4 条の「障害者手帳」を該当する事象に

応じた書類に読み替えて運用する。 

 

 

 

この基準は 令和 5 年 8 月 8 日から施行する。 

この基準は、令和８年８月１日から施行する。 


